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1111．はじめに．はじめに．はじめに．はじめに    

 本工事は，今後高い確率で発生することが予想され

る首都直下地震に備えた対策のうち，斜面に位置する

鉄道橋橋脚を耐震補強するものである．補強工法は，

対象橋脚（Ｈ＝約 6ｍ～20ｍ，6本）を深礎工法にてフ

ーチング天端まで掘り下げ， 橋脚断面を 4面 RC巻き

立て（ｔ＝200ｍｍ）補強を行うものである．（図-1） 

しかしながら当該施工箇所は，急峻な法面部のため通

常の資材搬入計画が立案できない状況であった． 

 本稿は，後述する施工条件を踏まえ，補強工事に必

要な仮設方法を検討した際の課題と結果の報告をする． 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

2222．施工条件と課題．施工条件と課題．施工条件と課題．施工条件と課題    

補強工事の対象となる橋脚は，JR伊東線多賀橋りょ

う（写真－1）の 6橋脚である．橋脚の立地条件は，線路

直角方向に対して，線路右側（山側）と線路左側（海

側）の高低差が約 16ｍあり，非常に急な斜面となっ

ている．また線路縦断方向にも高低差があり，橋脚

の掘削深さは，最深部の P2橋脚と最浅部の P6橋脚

の差が約 12ｍ（図-2）であった． 6橋脚全てが斜面

に位置している状況化で，資機材搬入路を検討する

にあたり，以下 3つの課題が発生した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①橋脚が斜面に位置しているので，施工箇所付近に作

業ヤードとなるスペースがなかった． 

②現場周辺に平らな場所は一カ所しかなく，そこは民

地であった．その平らな場所はとても狭く（幅 6.5ｍ×

奥行 8ｍ程度），石積み擁壁が存在していたため重機作

業時に支障となった．  

③土質状況を把握するためボーリング調査を実施し，

転石が多く混在していることが判明した． 

    

3333．．．．課題課題課題課題検討検討検討検討    

①線路縦断方向に仮設構台（幅 6.5ｍ×延長 56.0ｍ）を

計画し作業ヤードの確保が可能となった．また道路面

と同じ高さとすることで，資材搬入路として使用でき

る構造とした．  

キーワード： 首都直下地震対策，  
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写真-1 施工前全景 

図-2 現況側面図 

図-1 補強一般図 
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また構造についても重機械の設置範囲（作業荷重）を

限定することによって鋼製構台部とシステム足場式構

台部に２分割しコストダウンを図った．（図－3） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②平らな場所を所有している地権者と協議し民地は借

地可能となった．但し重機作業で支障となる石積み擁

壁は撤去する為の仮設土留め計画が大がかりとなる為

不可とした． 

③付近に転石が多いことから，仮設構台杭の施工方法

はダウンザホールハンマー工法を選定した．この工法

は，岩盤・転石層などの硬質地盤で効力が発揮され，

当該施工場所には効果的であると考えられた． 

 

4.4.4.4.仮設構台仮設構台仮設構台仮設構台の施工方法との施工方法との施工方法との施工方法と材料材料材料材料検討検討検討検討    

施工方法について，ダウンザホールハンマーの荷重

と杭施工位置の作業半径を計画した際にベースマシン

を 75ｔクローラークレーンとしたが，課題②でも挙げ

た作業ヤードが非常に狭く 75ｔクローラークレーンの

配置が困難であった．そのためベースマシンを 75ｔク

ローラークレーンから 35ｔラフタークレーンへの小型

化を検討し施工順序を見直すことにより施工可能とし

た．また，使用材料は主桁部材で H400 とし，延長方向

の杭支間は 5ｍとし極力小さい部材を使用した．  

 

5555....既設道路と既設道路と既設道路と既設道路と仮設構台仮設構台仮設構台仮設構台端部の端部の端部の端部のすり付け構造すり付け構造すり付け構造すり付け構造    

既設道路から仮設構台への乗入口部（写真-2）につ

いて，桟橋端部へ仮設構台の主桁を掛ける敷桁構造と

した．この時，杭打設時にベースマシン（35t ラフター

クレーン）の吊荷重の反力に対して，既設道路（地山

法面）の円弧すべりが懸念された．そのため抑止杭（Ｈ

200 Ｌ＝7ｍ）を打設することですべり崩壊を防止し

安全を確保することとした．（図－4） 

その結果，現場の実態に合った安全で施工可能な検

討結果となった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6666....おわりにおわりにおわりにおわりに    

今回の仮設工事は，作業通路および作業足場の確保

すら困難な急斜面での計画・施工であった．その様な

条件下でも事前調査を行い,施工計画を立案し労働災

害および公衆災害を発生させることなく設置が完了し

た．今後は，同様な現場条件での施工に本報告が参考

になれば幸いである.

写真-3 乗入口部 

図-4 抑止杭モデル図 

【Ｐ２橋脚】 【Ｐ４橋脚】 
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図-3 桟橋構造図 
写真-2 乗入口部 
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